
～初冬風～
国見町立

仲間の心に温かい 県北中学校
風を吹かせよう！ R ３ .１２ .３(金）

第３１号
３学年だより

出願校決定！！
当たり前のことを
尋常ではない情熱を持って取り組んだ時、
道は開けるもの。

出願校も決まりました。先日は５回目の実力
テストも終わりました。今後は、私立の願書指
導や面接指導が行われます。目標が決まれ
ば、あとは合格に向けて情熱を持って取り組
むだけです。どんなに苦しくても、辛くても自ら
の手で、自分の道を切り開いてほしいと思って
います。
しかし、最近の様子を見ていると、「本当に

受験生？大丈夫？」と首をかしげたくなりま
す。腹がすわらず、気持ちがフワフワと浮いて
いる人、何とかなるだろうと考えている人、提出
期限が守られない人、受験がまるで他人ごと
のような人・・。さらに、補助教材のナビ学習を
忘れてくる人も目立ちます。何としても自分の
道を切り開こうとしているのかと疑問に思ってし
まいます。
自分だけが辛く、大変なわけではありませ

ん。昨年の先輩も、みなさんのお父さん、お母
さんも同じ経験をしています。そして、その道
のりをしっかり乗り越えたからこそ、今の姿があ
るわけです。だから、みなさんも乗り越えてい
けるだけの力は持っているはずです。
時間は待ってはくれません。自分で頑張ら

ないと何とかなりません。今、全力で情熱を持
って取り組む体験をすると、今後さらに自分が
強くなります。頑張りましょう！

３学年主任 今村恵美子

☆１２月９日（木）〇私立・高専願書下書き
☆１２月１０日（金）〇私立・高専願書清書
→ 自宅へ持ち帰り、押印をお願いします。

注意：スタンプハンコ（インク浸透印）ではな
く、認印での押印をお願いします。

〇かすれたり、斜めになったりしないように押
印をお願いします。

風
☆１２月１３日（月）願書清書提出

厳守

☆１２月６日（月）
〇県立特色選抜志願理由書下書き提出
＊県立特色選抜志願理由書は、誤字・脱字のみの

確認になります。内容は各自がじっくりと考え、自分の

特色をアピールしてください。

１１月２６日（金）までとなっていました学校評価アンケ

ートへのご協力、ありがとうございました。

【 感想 】

〇各班で意見を出した時、意見が全く違うことがあった

ので、 SNS では文をもう一度見直した方がいいと思っ
た。また、自分は大丈夫と油断してはいけないと思っ

た。（男子）

〇人によってとらえ方が違うので気を付ける。（女子）

〇自分が嫌なことは言わない。（女子）

〇班で話をして、自分と考え方やとらえ方が全然違っ

たことに驚いた。だから、自分も他の人と意見や考え方

は違うということを考えながら発言する。（男子）

〇正直これだけ意見が出ていて、並べるだけであれば

意味がないので、少しでも考えながら生きようと思っ
た。（女子）



身に起きた試練は、起こるべくして起こっ
たもの。それが人生の糧になる。

人は、重病になったり仕事で大失敗をしたり、思

わぬ不幸に見舞われたりすると、なぜ自分だけが・

・・・などとすねてしまいます。気持ちはわかります

が、自分だけが苦しんでいると思ったら、大間違い

であるといわねばなりません。

試練は、誰にでも与えられているものなのです

が、多くの人たちと一握りの成功者との違いは、そ

れをどう受け止めるかの違いです。

もし、不幸や苦労のどん底にいるとしても、それ

は自分に与えられた、乗り越えるべき試練だと思

うことです。そうした試練を乗り越えるごとに、人は

成長し、他人の悲しみもわかるようになっていきま

す。

人間の幅や厚みといったものは、いくつもの試

練をくぐり抜けながらできあがっていくもののよう

です。試練は人間の成長の糧となってくれるので

す。

かつて「人生は重い荷物を背負いて、遠き坂を

登るがごとし」といったのは徳川家康でした。天下

の将軍でさえ、重き荷物は与えられていませんで

した。

百戦錬磨（ひゃくせんれんま：勝ち続けること）と

いわえた家康の人生の中で、唯一、負け戦だった

「三方ヶ原の合戦」のとき、怖気（おじけ）づいた家

康は、あろうことか、馬上で失禁・脱糞してしまった

そうです。

家臣たちに助けられながら、浜松城に逃げ帰っ

た家康は、それまでの己の短慮（たんりょ）と慢心

（まんしん）を心から反省し、その惨めな姿を絵師

に描かせ、以後、それを見ることで生涯の戒めにし

たといいます。負け戦という屈辱を試練として受け

止め、みごとに乗り越えたからこそ、その後の栄華

もあったのだと思います。試練は、受け止めように

よっては、とてつもない強さになるということです。

例えば仕事で先輩に叱られたとします。誰だっ

て叱られれば一時は沈んでしまうことでしょう。しか

し、そこからそのことを起こるべくして起こった「試

練」ととらえ、乗り越える方向に自分の気持ちを持

っていけるかが、分かれ道になります。

ここで「見込みがあるから叱ってくれているのだ」

「ほんとうに出来ない奴だと思われているのなら、こ

の仕事を自分に振るはずがない」というように気持

ちを切り替えると、叱られたことから最大学ぶことが

できます。

そうなってはじめて、厳しい試練は、今後の糧と

なる強さとなるのです。

「本物」になるクセづけ 船井幸雄

今週の予定
１２月 ６日(月)

朝自習：ナビ数学㉑・㉒

１ 月 １

２ 月 ２ 生徒会専門委員会（放課後）

３ 月 ３

４ 水 ４

５ 月 ５

６ 月 ６

短縮時程 給 食 簡単清掃 完全下校１７：１５

１２月 ７日（火）

朝自習：色ナビ国語㉓・㉔

１ 火 １

２ 火 ２

３ 火 ３
SC来校

４ 火 ４

５ 火 ５

６ 火 ６

普通時程 給 食 普通清掃 下校目安１６：１０

１２月 ８日(水)

朝自習：テスト勉強

１ 水 １

２ 木 ４
調査書作成委員会

３ 水 ５

４ 水 ６

５ 水 ２

６ 月 ４

短縮時程 給 食 簡単清掃 下校目安１５：２０

１２月 ９日(木)

朝自習：色ナビ数学㉓

１ 木 １

２ 木 ２

３ 木 ３
SSW来校

４ 水 ３

５ 総 合
私立・高専願書下書き

６ 総 合

普通時程 給 食 普通清掃 下校目安１６：１０

１２月 １０日（金）

朝自習：色ナビ英語㉓

１ 金 ３

２ 金 ２
完全下校１４：２５

３ 金 ４

４ 金 １

５ 学 活 私立・高専願書清書

短縮時程 給 食 簡単清掃

＊１２月１１日（土）学法福島個別相談会




